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実施概要                                          

【目的】 

 小学校中～高学年を対象に、豊かな自然の中で、異学校・異学年の仲間たちや大学生ボランティアス

タッフとの出会いや関わり合いを通じて、新たな価値の発見や心の成長を目指す事業です。 

 また、青少年指導者の育成の場として、こどもたちへの声掛けや関わり方を学ぶための教育実践の機

会を提供することも目的としています。 

 

【定員・応募者数】 

小学 4～6 年生 10 人・応募者 13 人 

 

【参加者・ボランティアスタッフ】 

小学 4～6 年生６人・ボランティアスタッフ８人 

 

【告知の方法】 

・青少年野外活動センター・こども村 WEB サイトへチラシの掲載 

 

  【ボランティア募集案内】          【参加者募集案内】   

 

 

 



開催までの流れ                              

2026/3/20  参加者の募集開始 

2026/4/8   登録ボランティアスタッフへボランティアの募集を案内 

2026/4/29  参加者の申込み締め切り 

2026/5/6   ボランティアスタッフの申込み締め切り 

2026/5/16   実施日 

 

当日のスケジュール                            

 

５月１６日（土） 参加者 保護者 ボランティア 

9:10 スタッフミーティング   ● 

10:00 はじめのつどい ● ● ● 

10:10 牛頭山登山 ●  ● 

12:30 いちごの収穫体験 ● ● ● 

14:00 レクリエーション実技   ● 

16:00 ふりかえり   ● 

16:30 解散    

 

 ５月１６日（土）                                     

■スタッフミーティング 担当：シュガー 

（内容） 

 青少年野外活動センターでのボランティア活動に初めて参加するメンバーが半数いたため、交流を促

すための仲間作りゲームをしてからスタートしました。 

 

 

■牛頭山登山 担当：シュガー 植物の観察・解説：さむじい 

（内容） 

 はじめのつどいでアイスブレイクをしてから牛頭山に向かいました。牛頭山入り口では、クマに出会

わないように人間の存在を知らせる発声をしたり、1 人 1 人がクマ鈴を携帯して、山の中を歩きました。

登山中の休憩地では、高級つまようじの材料を採集して嗅いでみたり、ツバキの葉っぱで笛を作ってみ

たり、みちくさをしながら山頂まで登りました。 



 

 

■いちごの収穫体験 担当：さむじい 

（内容） 

 イベント終了後に任意参加で親子での「いちごの収穫体験」を実施しました。こども村の収穫物の活

用と利用促進を目的とした初めての試みでした。イベント終了後の任意参加の体験活動でしたが、全家

族が参加することとなりました。 

 

 

■レクリエーション実技 講師：奥田栄彦氏 

（内容） 

 講義と実技を通じてレクリエーションについて学びました。講義では、マズローの欲求段階説をもと

に、ボランティア活動の意義について学びました。また、ジョハリの窓をもとに、人との関わり方につ

いて学びました。実技では、教室でできる簡単なアイスブレイクや、グループで取り組む課題解決型の

ゲームを体験しました。 

 



 安全に配慮した登山を行うための取り組みを紹介します                                     

■登山道の安全に関わること 

①牛頭山頂の整備（草刈り・中低木の間伐・低枝を剪定し木陰を確保） 

②牛頭登山道の整備（倒木の撤去・落ち葉の除去・歩道の草刈り・ロープの強度確認） 

③登山ルート・休憩場所の確認 

 

 定期的に登山道を確認し、積雪や強風による倒木や枯れ枝は職員が撤去しています。上の画像の支障

木は、令和 8 年 4 月 12 日に業務部職員が撤去したものです。 

 

■生き物（クマ・ハチ・ヘビ等）に関わること 

①牛頭山山頂にクマ鈴の設置 

②参加者・ボランティアスタッフにクマ鈴の貸与 

③職員がカプサイシンスプレー・トランシーバー・携帯電話を携帯 

④参加者とボランティアを挟んで先頭と最後尾に職員を配置し、先頭から 50m 先に別の職員を配置。 

 
 


